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2022年 8月 24日 

 

2022年 10月 30日～2023年 3月 25日期間の 

各種運賃および運航ダイヤについて 
 

スカイマーク株式会社は、2022年冬ダイヤ期間（2022年 10月 30日～2023年 3月 25日）の

運航ダイヤの決定、および各種運賃を設定しました。 

 

■トピックス 

・羽田＝福岡線が 1往復増便となり、1日 13往復になります。 

・札幌（新千歳）＝福岡線が 1往復増便となり、1日 2往復になります。 

・夏ダイヤまでは 1 日 1 便設定していた羽田発の鹿児島乗継、奄美大島行を 1 日 2 便に追加。

これにより、従来は午前の出発のみ可能でしたが、新たに午後の出発も可能になりました。  

・羽田－長崎間でご利用いただく「乗継運賃」を新しく設定。「経由便」から「乗継便」へ運用が変

わりますが、今まで通りご利用いただけます。詳細は当社 HPお知らせの「羽田－長崎間の運用

変更について」をご確認ください。 

・ご好評につき、札幌（新千歳）－宮古（下地島）間で利用可能な「乗継運賃」を、2022年冬ダイヤ

でも継続します。 

 

■運航ダイヤについて（増減便の詳細 2022年夏ダイヤ期間との比較） 

【増便】   

路線 往復/日 備考 

羽田＝福岡 12往復 ⇒ 13往復 
2022年 12月 1日、4日、12日、 

16日、18日は 12往復 

札幌（新千歳）＝福岡 1往復 ⇒ 2往復   

【減便】   

路線 往復/日 備考 

羽田＝札幌（新千歳） 9往復 ⇒ 8往復   

札幌（新千歳）＝名古屋（中部） 3往復 ⇒ 2往復   

福岡＝那覇 3往復 ⇒ 2往復 
2022年 12月 1日、4日、12日、 

16日、18日は 3往復 
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■運航ダイヤについて（路線・便数計画の一覧） 

路線 便数 

羽田 

札幌（新千歳） 8往復 16便/日 

神戸 6往復 12便/日 

福岡 12～13往復 24～26便/日 

鹿児島 4往復 8便/日 

那覇 6往復 12便/日 

宮古（下地島） 1往復 2便/日 

札幌（新千歳） 

茨城 2往復 4便/日 

名古屋（中部） 2往復 4便/日 

神戸 3往復 6便/日 

福岡 2往復 4便/日 

茨城 
福岡 1往復 2便/日 

那覇 1往復 2便/日 

名古屋（中部） 
鹿児島 2往復 4便/日 

那覇 3往復 6便/日 

神戸 

仙台 2往復 4便/日 

茨城 3往復 6便/日 

長崎 3往復 6便/日 

鹿児島 2往復 4便/日 

那覇 4往復 8便/日 

宮古（下地島） 1往復 2便/日 

福岡 那覇 2～3往復 4～6便/日 

鹿児島 奄美大島 2往復 4便/日 

那覇 宮古（下地島） 2往復 4便/日 

合計 75往復 150便/日 

運航ダイヤ一覧はこちらをご確認ください。 

・上記路線・便数計画は国土交通省の認可を前提としています。 

・茨城空港発着便については、国による飛行場使用許可を前提としています。 

・使用機材は Boeing737-800型機です。 
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■各種運賃について 

運賃名称 予約変更 発売日 

大人普通運賃 〇 

2022年 8月 30日 午前 7時 00分 

小児普通運賃 〇 

障がい者割引運賃 〇 

島民専用割引 〇 

  たす得※1※2 〇 

いま得※1 × 

乗継運賃※3  ※4 

シニアメイト 1 × 搭乗日前日の午前 7時 00分 

※1 「たす得」・「いま得」は空席予測数に応じて運賃額が変動する運賃です。 

※2 「たす得」は、予約受付期間内において同一区間の「たす得」に空席がある限り、変更が可能で

す。ご変更により航空券適用運賃額と変更希望便の運賃額に差額が生じる場合は、差額の収

受または払い戻しをします。取扱場所は、弊社公式Webサイト、予約センター、旅行代理店、

空港カウンター、法人システムです。 

※3 同日中の乗り継ぎに指定された便の組み合わせを同時に予約・購入する場合に適用されます。 

※4 予約変更や販売日については、同時にご予約いただくもう一方の区間の条件が適用となります。 

※  各種割引運賃につきましては、販売開始時の残席状況によって販売されない場合もございます。 

各路線の運賃額ならびに適用条件につきましては、こちらをご確認ください。 

 

航空業界は、新型コロナウイルス感染症の拡大や燃油価格の高騰、為替の影響などを受け厳し

い状況が続いております。当社におきましてはコスト削減の取り組みなど自助努力を重ねてまいり

ましたが、これらの影響が長期化していることから、2022年 10月 30日（日）搭乗分から一部路線

の普通運賃を値上げします。該当路線の値上げ率は約 6%です（路線によって異なりますので、詳

細はこちらをご確認ください）。何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

以上 
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